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研究室の学生受け入れ数

記号 定員 研究室名（教員） 調整分の配属

1-a 5 機能材料・構造システム（足立）

1-b 4 機能材料・構造システム（竹市）

2 8 機械ダイナミクス（河村） 0

3 9 極限成形システム（森・安部・前野） +1

4-a 6 マイクロナノ機械システム（柴田・永井）

4-b 3 マイクロナノ機械システム（川島）

5 5 材料機能制御（戸高） +1

6 9 3D/4Dマテリアル強度評価（小林・徐） +1

7 9 薄膜材料（伊崎・横山誠・笹野） +1

8 9 界面・表面創製（福本・安井・山田） +1

9 9 環境エネルギー変換工学（野田・松岡） +1

10-a 5 環境熱流体工学（北村・光石）

10-b 4 環境熱流体工学（鈴木孝）

11-a 6 自然エネルギー変換科学（飯田・横山）

11-b 3 自然エネルギー変換科学（関下）

12-a 8 省エネルギー工学（柳田）

12-b 4 寄付講座（中川）

13-a 4 ロボティクス・メカトロニクス（鈴木新）

13-b 5 ロボティクス・メカトロニクス（内山・佐野）

14 9 計測システム（章・三宅） +1

15 9 システム制御（寺嶋・三好・田崎） +1

16 3 生産システム（阪口） 0

配属のルール

・原則として各研究室に均等に学生を配属する。

・研究室の申し出により配属数を減員する。

・定員数では収まらない人数（調整数）を、１名ずつ上表記載の方法で配属する。

　H25年度末に、Ｂ３全員が研究室配属要件を満たす場合、６名が調整数となります。

1-b に +1

4-a に +1

いずれかに +1

11-b に +1

12-b に +1

いずれかに +1


